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国際美術展「TOKYO ATLAS」で次世代イベント警備を実証 

東京都主催の国際美術展で、AI・セキュアなモバイル通信・ロボットを 

組み合わせ、広域屋外イベントにおける新たな警備モデルを検証 

 

セコム株式会社（以下セコム）、NTT ドコモビジネス株式会社（旧 NTT コミュニケーションズ株式会

社、以下 NTT ドコモビジネス）、株式会社アジラ（以下アジラ）は、東京都などが主催する国際美術展

「TOKYO ATLAS」において、AI 画像解析、セキュアなモバイル通信、セキュリティロボット「cocobo

（ココボ）」と人による警備を組み合わせた次世代イベント警備の実証（以下、本実証）を実施します。 

 

本実証では、広域な屋外イベント会場内に設置した複数のカメラ映像を、インターネットを経由せず、

NTT ドコモビジネスのモバイル通信ネットワーク内にある閉域の映像保存・解析基盤で処理します。こ

れにより、会場内に大がかりな有線工事を行うことなく、映像をより安全に扱うことが可能となります。

この環境を活かし、アジラの AI 画像解析による行動検知の有効性ならびに、来場者の動線・滞在状況を

示す人流データの取得・分析方法を検証します。加えて、セコムは、ロボットによる巡回と人による確

認・判断を組み合わせることで、広域かつ来場者の多いイベントにおける警備品質の向上と警備業務の

効率化の可能性を検証します。 

 

■実証の背景 

大規模イベントや屋外イベントでは、多数の来場者が行き交う中で、安全・安心な環境を継続的に確

保することが求められます。一方で、限られた人員で広範囲を効率的に警備するためには、常駐警備員

の判断や現場対応を AI やロボットで支援し、警備の質と対応力を高める仕組みが重要です。 

また、屋外や複数拠点にまたがるイベントでは、有線ネットワークの敷設やオンプレミス設備の準備

に負担が生じる場合があります。特に、AI によるリアルタイム映像解析には、大容量の映像データを安

定して伝送できる通信環境が必要となります。本実証は、こうした課題を踏まえ、セコムがこれまで培

ってきた警備運用の知見に、新たな技術を組み合わせることで、都市空間における次世代イベント警備

の実現可能性を検証するものです。 

 

■実証の概要 

項目 内容 

実証名称 国際美術展「TOKYO ATLAS」における次世代イベント警備の実証 

実施期間 2026 年 10 月 10 日（土）～12 月 20 日（日） 

実施場所 国際美術展「TOKYO ATLAS」の臨海部会場の一部 

主な関係機関・

企業 
実施企業：セコム、NTT ドコモビジネス、アジラ／協力：東京都 



実証内容 カメラ映像のリアルタイム伝送、AI による行動検知、人流データの取得・分析、

セキュリティロボット「cocobo」による巡回、常駐警備員による確認・対応を組

み合わせた警備運用の検証 

通信基盤 NTT ドコモビジネスの「docomo MEC®※1」および、セキュリティ機能を標準搭

載した IoT 向けの NaaS（Network as a Service）である「docomo business 

SIGN®」、安定通信を実現する「5G スライシング」「5G ワイド®」を活用し、

閉域通信と MEC※2を組み合わせた低遅延・高セキュリティな映像伝送環境を構築 

AI 解析 アジラの AI 警備システム「AI Security asilla」を活用し、カメラ映像にもとづく

人物の動きや通常とは異なる行動の検知を実施 

アジラの人流データ分析プラットフォーム「asilla BIZ」を活用し、カメラ映像に

もとづく人流および滞在状況に関するデータ分析と、会期中の推移の可視化を実

施 

主な検証項目 屋外イベント環境での映像伝送品質、AI 解析の有効性、セキュリティロボット巡

回との連携、常駐警備員による確認・対応を含む運用性、安全性、将来的な警備

サービスへの適用可能性 

※1：docomo MEC®とは、NTT ドコモのモバイルネットワークと直結した、低遅延・高セキュリティな法人向けク

ラウドサービスです。 

※2：MEC とは、「Multi-access Edge Computing（マルチアクセス・エッジ・コンピューティング）」の略称で

す。従来のクラウドサービスとは異なり、端末に近い場所にサーバーを設置して通信の遅延を低減する「エッ

ジコンピューティング」の一種です。 

＊「docomo MEC®」は株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 

＊「docomo MEC®」は株式会社 NTT ドコモが提供元であり、NTT ドコモビジネス株式会社が代理人として保有す

る契約締結権限、および包括的な業務受託にもとづき販売しています。 

 

■本実証の特長 

1. AI 画像解析による早期検知支援：カメラ映像を AI が解析し、人物の動きや通常とは異なる行動

を検知します。検知結果は、常駐警備員などが状況を確認し、必要な対応を判断するための補助

情報として活用します。 

2. 人流データによる来場者動態の可視化：asilla BIZ により人流データや滞在傾向を可視化します。

混雑の時間帯・場所を把握し、警備人員の最適配置やイベント運営の効果測定・改善への活用可

能性を検証します。 

3. セキュアなモバイル通信による屋外映像伝送：NTT ドコモビジネスの「docomo business 

SIGN®」を活用し、セキュリティ機能を備えた IoT向け通信環境を構築します。カメラから通信

網までの通信を監視し、必要に応じて脅威検知・遮断を行うことで、屋外イベントにおける映像

伝送の安全性を高めます。 

4. MEC を活用したリアルタイム性の高い映像解析：「docomo MEC®」を活用し、映像データの

処理に適した低遅延・高セキュリティな環境を構築します。これにより、屋外イベント会場で取



得した映像をリアルタイムで解析し、常駐警備員による早期確認や対応につなげます。 

5. 混雑環境でも安定した通信を目指す 5G 技術の活用：来場者が多く通信混雑が想定される環境に

おいても安定した通信を確保するため、「5G スライシング※3」や「5G ワイド®※4」などの技術

を活用します。これにより、広域イベントにおけるリアルタイム映像を用いた AI 活用の実効性

を検証します。 

※3：5G スライシングとは、無線帯域の一部占有により一般ユーザの混雑の影響を受けづらい安定通信を実

現するモバイルネットワークサービスです。 

※4：5Gワイド®とは、一般ユーザと比べ優先的にパケットを割り当てることで、混雑エリアや時間帯におい

ても安定した通信の維持および、通信速度の向上を実現するモバイルネットワークサービスです。 

6. セキュリティロボット「cocobo」による屋外巡回：セコムの自律走行型セキュリティロボット

「cocobo」を活用し、屋外エリアの巡回を行います。固定カメラによる監視と、移動体である

ロボットによる巡回を組み合わせることで、より柔軟な状況把握と、抑止効果の可能性を検証し

ます。 

7. 人とテクノロジーが協働する警備モデル：AI やロボットが取得・検知した情報を、常駐警備員

が確認し、最終的な判断や現場対応を行います。本実証は、AI やロボットを常駐警備員の代替

としてではなく、人の判断と対応を支援する技術として活用し、警備品質の向上をめざすもので

す。 

 

■各社の役割 

企業名 主な役割 

セコム 

東京都および関係者との連携、警備サービスの企画・運用、実証全体の推

進、監視カメラ、セキュリティロボット「cocobo」、監視・対応体制の

提供、現地における警備運用を担います。 

NTT ドコモビジネス 

「docomo MEC®」「docomo business SIGN®」「5G スライシング」

「5G ワイド®」などを活用した低遅延・高セキュリティな通信環境を提

供し、屋外イベントにおける映像伝送および AI 活用を支える通信基盤の

構築・運用を支援します。 

アジラ 

AI 警備システム「AI Security asilla」、人流データ分析プラットフォー

ム「asilla BIZ」を提供し、カメラ映像にもとづく行動検知や映像解析な

らびに人流データの取得・分析を支援します。 

 

■安全性・プライバシーへの配慮 

本実証は、関係法令、会場ルールおよび関係機関との調整にもとづき実施します。セキュリティロボ

ットの巡回については、来場者や周辺利用者の安全に配慮した運用を行います。 

また、AI の検知結果のみで対応を決定せず、常駐警備員が映像や現場状況を確認したうえで判断しま

す。カメラ映像や AI 解析に関するデータは、関係者間で定めるルールにもとづき、利用目的、管理方法、

取扱範囲を明確にしたうえで適切に取り扱います。 



 

■今後の展開 

セコムは、本実証を通じて得られた知見をもとに、AI 画像解析、セキュリティロボット、セキュアな

通信基盤、人による警備を組み合わせた次世代警備モデルの高度化を進めます。今後は、イベント会場、

公共空間、商業施設、オフィスビル、多拠点施設など、さまざまな警備現場への展開可能性を検討し、

常駐警備員の判断・対応力をテクノロジーで支援することで、より高品質で持続可能な警備サービスの

実現をめざします。 

NTT ドコモビジネスは、AI 時代に求められる低遅延・高セキュリティな通信基盤の提供を通じて、警

備をはじめとするさまざまな産業分野での AI 活用を支援します。AI 時代に最適な次世代 ICT プラット

フォーム「AI-Centric ICT プラットフォーム®※5」構想のもと、産業分野における AI の社会実装と価値

創出を推進してまいります。 

アジラは、AI 警備技術の高度化に加え、人流データを施設・イベント運営の改善に活かす取り組みを

進めます。警備の質の向上と、来場者体験や運営効率の向上を同時に実現するサービスとして展開を拡

大し、安全・安心な社会の実現に貢献していきます。 

※5：「AI-Centric ICT プラットフォーム®」とは、企業が AIを活用して、生産性の抜本的改善、競争力強化やビジ

ネスモデル変革を進める AI 時代に最適な次世代 ICT プラットフォームのことです。 

 

■国際美術展「TOKYO ATLAS」について 

国際美術展「TOKYO ATLAS」は、東京都で開催される国際美術展で、臨海エリアを舞台に、都市、

水辺、アートが融合する新たな文化発信拠点として展開されます。 

会期：2026 年 10 月 10 日（土）から 12 月 20 日（日）までの 72 日間 

会場：台場公園、お台場海浜公園、青海南ふ頭公園、テレコムセンタービル、WHAT MUSEUM、アイ

ルしながわ 

主催：東京都、東京国際文化芸術祭実行委員会、公益財団法人東京都歴史文化財団 

 

                              




